
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月１４日 

学校名  福井市中藤小学校   

校長氏名  西村 美貴穂   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 中藤島地区の環境、地球環境、エネルギーについて学習します。 

② 学校で節電、節水、ごみの分別、ごみの減量に努めます。 

③ 地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。  

２ 取組内容 

①  環境学習 

・中藤島地区の環境や地球環境について調べ活動を行います。 

・自分たちの学校の太陽光発電について調べ、これからのエネルギーについて考えていきま

す。 

②  節電・節水 

・ふれあい委員会が、自校の節電・節水の現状について調べ、節電・節水の大切さを全校に

呼びかけます。 

・校内のごみの分別について調べ、全校に分別の大切さを呼びかけます。 

・自分たちが率先して学校生活に活かしていきます。 

③ 地域と連携した分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収を PTAや地域と連携して実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

②節電・節水では、ふれあい委員会が全校に向けて節電・節水の大切さを呼びかけることで、

自分の考えを伝えるとともに、他者の意見を聴く力を養う。（コミュニケーション力を養う） 



様式第２号                                                  （提出日）令和２年１月２７日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市中藤小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①中藤島地区の環境、地球環境、エネルギーについて学習し

ます。 

②学校で節電、節水、ごみの分別、ごみの減量に努めます。 

③地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・外部講師を招きビオトープを作りました。メダカを放し児童が日常的に動植物とふれ合っ

たり観察したりすることができ、地域の環境についても関心を持つことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

② 節電・節水 ごみの分別 

・委員会の活動で、エコマークを作り、委員会に所属する児童が教室を訪れたり校内放送を

したりして節電・節水を呼びかけました。休み時間に廊下やトイレの水道を見回り節電・

節水に向けて積極的に行動しました。清掃中の消灯も実行しました。また、給食の牛乳パ

ックの正しい捨て方や分別についても呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

③地域と連携した分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収を、ＰＴＡや地域と連携して実施しました。 

 ⇒春と秋の２回の資源回収で、合計５０トンの古紙が回収できました。 

★ESDポイント 

 ②について、節電・節水を呼びかけたり休み時間に見回ったり、各学級で電気係などを決 

 めたりすることで、責任感を身につけ主体的に取り組むことができました。ごみを分別す

ることで、資源は限られており有用に使用しなければならないことを理解しました。 

                                （参加・有限性）  



 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①授業だけでなく休み時間にもビオトープに触れることで、児童は自然環境に対する

関心や、自然環境を大切にしようという気持ちをもつことができました。 

②エコマークを自ら制作し呼びかけることで、全校児童が意欲的に節電・節水を意識

できるようになってきています。また、責任をもって具体的に活動することで、省

エネの意識が根付いてきています。 

③年２回の資源回収では、高学年には各地区でのお手伝いの参加を呼びかけました。 

①節電の意識の向上はみられますが、節水に対する意識はまだ低いと思われます。よ

りよい環境を維持していくために自分たちにできることは何かということを、学年

に応じた取り組みができるようにしていきたいです。 

②回収された資源がどのようにリサイクルされるかを知る機会を設けることで資源回

収の意義を学び、資源回収に参加する意識を高めたいです。 

 


